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環境と調和した社会の実現                       ●研究動向・成果
 

我が国における都市緑化用樹木 

のＣＯ２固定量予測式の開発 
 

環境研究部 緑化生態研究室 室長松江 正彦 主任研究官飯塚 康雄 研究官長濵 庸介 

（キーワード） 京都議定書 吸収源対策 都市緑化 樹木 CO2固定 

 

１．はじめに 

 京都議定書で掲げられた温室効果ガスの削減目

標を達成するため、政府は様々な対策を打ち出し

ており、このうち都市緑化については国民にとっ

て最も日常生活に身近な吸収源対策として位置づ

けられている。しかし、樹種や生育環境が森林と

異なる都市公園や街路樹に多用されている樹木に

ついては、CO2の吸収・固定量を把握するための既

存知見が十分ではない。 

 本研究では、我が国における都市緑化用樹木の

CO2固定原単位の把握を目的として、樹木1本あた

りの年間CO2固定量を算出する予測式を開発した。 

 

２．ＣＯ２固定量予測式の開発 

 樹木は吸収したCO2を体内に固定することで大

きく成長する。そのため、重量（乾燥重量）が分

れば、その値からCO2固定量を推定できる。そこで

都市緑化に多用されている樹種を対象として伐

倒・伐根作業を行い、乾燥重量や樹齢、胸高直径

（地上1.2mの幹直径）等を測定した。そして、樹

幹解析により樹木の成長過程を明らかにすること

で、樹木1本あたりのCO2固定量予測式を開発した

（調査フローを図－１、予測式を図－２に示す）。 

 なおCO2固定量の算定対象は、木質化することで

長期間固定が継続する幹・枝・根とし、葉は一時

的には固定されるものの、落葉により短期間で失

われるため常緑樹も含めて算定対象から除外した。 

 

３．おわりに 

 本研究により、我が国における都市緑化用樹木

の年間CO2固定量を推定することが可能となった。

しかし、予測式を用いてCO2固定量を算定する場合、

その算定対象となる樹木1本毎の胸高直径を明ら

かにする必要がある。今後は、全国的に得られる

行政データを活用して日本全体のCO2固定量が簡

易に推定できる原単位にとりまとめる予定である。

また、調査木は関東地方に生育していた樹木であ

るため、関東地方と異なる気候の地域に生育して

いる樹木についても同様の調査を行い、全国的な

成長量の差について比較検討する予定である。 

http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/index.htm 

（緑化生態研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 樹木1本あたりのCO2固定量予測式 
 

（調査木は関東地方の圃場等に植栽されていた生育良好な

樹木であり、調査本数は各樹種5本～8本である）
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全木質部乾重の算出

幹・枝・根の全生重計測

サンプルの生乾重比算出

全木質部乾重の算出

幹から1m間隔で円板を採取

円板の年輪を読取り樹幹解析図を作成

樹齢・樹木成長の把握

調査対象木の伐倒・根の掘取り調査対象木の伐倒・根の掘取り

年間木質部乾重成長量予測式の作成年間木質部乾重成長量予測式の作成

年間CO2固定量予測式の作成年間CO2固定量予測式の作成

環境と調和した社会の実現                       ●成果の活用事例
 

景観デザイン規範事例集の 

作成 
        

環境研究部 緑化生態研究室    室長松江 正彦 主任研究官小栗 ひとみ 

空港研究部 空港ターミナル研究室 室長上島 顕司 

（キーワード）  景観デザイン規範，デザイン事例，土木構造物，事例集，技術情報 

 

１．景観デザイン規範事例集作成の経緯 

公共事業における景観形成については、2007年4

月から本格運用された「国土交通省所管公共事業

における景観検討の基本方針（案）」によって体

制・手続きの整備が進むとともに、2007年2月まで

に各事業分野の景観形成ガイドラインが出揃い、

景観を考える際の技術的指針が示された。しかし、

土木分野では景観・デザインに配慮した設計を行

う際に参考となるような規範的事例を集めた資料

集がなく、そのことが景観デザインに関する誤解

や合意形成の妨げの一因となっている。 

そこで、土木構造物の規範的デザイン事例を選

定し、公共事業における「よい景観」の方向性を

示すとともに、景観、デザインに配慮した設計の

際の参考となる情報を整理した「景観デザイン規

範事例集」（以下「規範事例集」という。）を作

成した。 

 

２．景観デザイン規範事例集作成の概要 

 規範事例集では、河川、海岸、港湾、道路、橋

梁、街路、公園の7分野を対象として、近世・近代

および現代の土木構造物ならびに空間の中から、

優れたデザインあるいはスタンダードなデザイン

として既に評価の定まった計75事例の技術情報を

収録した。収録した情報項目は、諸元、設置の経

緯、設計の特徴と景観デザインとして優れた点、

周辺の地形や街並み等との関係を示す位置図、構

造物や空間の全容および構成要素に関する図面、

写真である。規範事例集にはこれら事例の他に、

各分野のデザインを考える上で参考となる事項・

概念をまとめた19項目のコラム、選定の過程で整

理された候補事例リストも掲載した。 

なお、作成にあたっては、（社）土木学会景観・

デザイン委員会内に景観デザインおよび各分野の

専門家による「土木デザイン集成編集小委員会（委

員長：篠原修政策研究大学院大学教授）」を設け、

規範となる事例の選定および選定のポイントに関

する議論を進めた。 

 

３．成果の公表 

 規範事例集は、2008年3月に「国土技術政策総合

研究所資料第433号 景観デザイン規範事例集（道

路・橋梁・街路・公園編）」および「国土技術政

策総合研究所資料第434号 景観デザイン規範事

例集（河川・海岸・港湾編）」として発行した。

これまでに、国土交通省各地方整備局の事業担当

課と全事務所等の関係機関を始め、土木系の主立

った大学研究者、工業高等専門学校の土木系学科、

自治体等に約2,800部を配布した。また、国土技術

政策総合研究所ウェブサイトにおいてもpdfファ

イルにて公開しているところである。本事例集が、

景観保全・形成における技術者の日常的な能力向

上のための参考図書として、また計画・設計にお

ける合意形成の一助として、あるいは専門教育で

の教材として広く活用されることを期待している。 

http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika/ks/tnn0

433.html（道路・橋梁・街路・公園編） 

http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika/ks/tnn0

434.html（河川・海岸・港湾編） 

環境と調和した社会の実現 ●成果の活用事例


